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「シール印刷のマニュアルがなくて困っていませんか？」

印刷業界で、最もポピュラーな印刷といえば、オフセット印刷でしょうか？
オフセット印刷には様々なマニュアルがあり、書籍も数多く発行されています。
しかし、我らがシール・ラベル業界に目を向けると、マニュアルとされるものが、ほとんど
見当たりません。
私の知る限りでは、シール組合で数十年前に発行されたマニュアルが１冊と、ラベルびとさ
んが電子書籍で発行された、「発見 シール・ラベル印刷技術 作業マニュアル Q&A」くらいで
はないでしょうか？
また、シール・ラベル印刷に特化した技術的な情報というのも、他の印刷（主にオフセット印刷）
に比べ、非常に少ないように思います。
シール・ラベル印刷業界では、印刷の方式の種類が多く、技術や情報の標準化がとても難し
いというのが、要因かもしれません。
しかし、今後シール・ラベル業界で、新たに技術を身に着けようとする若者や、日常の業務
において、頭打ちを感じている技術者にとって、一つの指針として、作業の標準化や、技術の
基礎知識として、マニュアルが必要ではないかと思い、このマニュアルを執筆することにしま
した。
将来シール業界を担う若者たちにとって、そして、技術の研鑽に日々惜しみない努力を積み
重ねる熟練技術者にとって、このマニュアルがお役にたてれば幸いです。
なお、著者自身が、日常的に操作している印刷機が、凸版間欠輪転印刷機であることと、現
在新たに販売されているシール印刷機で、最も出荷台数の多いのが凸版間欠輪転印刷機である
ため、主な作業手順の紹介は、凸版間欠輪転印刷機によるものが多いことをご容赦願います。

印刷機等の操作方法については、基本的には、その印刷機のマニュアルの手法を最優先して
ください。
このマニュアルに記載している内容は、あくまでも、一般的なテクニックとしての手法を記
載します。
各自、各社のご判断でこのマニュアルをご活用していただきますよう、よろしくお願いいた
します。
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シール業界では、主にロール状の原紙を使用します。（ロール to ロール ) が一般的です。
原紙には、あらかじめ粘着剤が塗布されており、基材・粘着剤・セパレーターが一体になっ
たタック紙に印刷するのが一般的です。

０１－１：平圧印刷（凸版）

金属や樹脂製の凸版を使用します。上チェスに版をセットし、下チェスにプレスボード（雄
型）をセットします。下チェス部分が上下動することで、版に着いたインキを原紙にプレス
して印刷します。原紙が上下動するのが特徴的です。
シール印刷の方式としてはとても古く、印刷の技術としては、かなり難しいと言えます。
特にベタをきれいに印刷するのが難しく、プレスボードの素材の選定や彫刻、原紙のテン
ションのかけ方、インキの調整、印圧の調整など、様々な調整を行わないときれいに印刷す
るのが難しいです。
多色印刷をする場合、ウェットオンウェット（先に印刷したインキが乾燥・硬化する前に
次のインキを乗せる。）で印刷します。
日本のシール印刷会社において、設置台数は最も多く、幅広く利用されている印刷機ですが、
近年の印刷品質の厳しさなどから、凸版間欠輪転印刷機にそのシェアを奪われつつあります。

０１－２：半輪転印刷（凸版）

樹脂製の凸版を使用します。
原紙の流れに対して垂直方向に版胴が回転し印刷します。
多色印刷をする場合、ウェットオンウェットで印刷します。
円圧方式で印刷するため、印刷品質は平圧印刷機よりきれいですが、ウェットオンウェッ
トのため、凸版輪転印刷や凸版間欠輪転印刷には劣ります。
印刷ユニットが大きく前後に動きながら印刷するので印刷速度は非常に遅く、原紙の動き
に垂直に印刷ユニットが動くため、見当精度は良くありません。
この方式の印刷機は、現在生産されていません。（複数台同時発注の受注生産だと対応して
くれるメーカーはあるかもしれません。）

０１－３：凸版輪転印刷（凸版）

樹脂製の凸版を使用します。
版をセットした版胴が一定方向に回転し、原紙も同じように一方向にのみ進みます。
（版胴の外周と同じ長さ進み続けます。）
印刷する版の大きさにより版シリンダーやギアの交換が必要になります。
多色印刷の場合、各色でUV硬化するため、ウェットオンドライ（先に印刷したインキが乾燥・
硬化したあとに次のインキを乗せる。）印刷です。
印刷する大きさによって版シリンダーやギアの交換が必要なため、ジョブチェンジの時間
は長く必要です。ただし、原紙が一定方向に進むことから、高速印刷が可能になり、大量印
刷に向いています。

０１－４：凸版間欠輪転印刷（凸版）

樹脂製の凸版を使用します。
版をセットした版胴が一定方向に回転し、原紙は前後に往復しながら流れていきます。
（版胴のシリンダー交換が不要です。）
平圧印刷機とは違い、円圧で印刷を行うため、ベタの印刷はきれいに出来ます。
多色印刷の場合、各色でUV硬化するため、ウェットオンドライ印刷です。
小ロットから大ロットまで幅広く対応できます。

０１－５：オフセット間欠輪転印刷（平版）

アルミ板で出来た PS版という凹凸のない版で印刷します。
水と油が反発する原理で印刷します。
凸版印刷と違いマージナルゾーンが発生しないことや、微小な網点まで再現出来ることから、
高精細な印刷が可能です。
（ここでは、便宜上、最も普及台数の多い、湿し水を使用するオフセット印刷について説明し
ましたが、他にも凸版を利用したドライオフセット、シリコンがインキを反発する原理を利用
した水無オフセット印刷などもあります。）

０１－６：箔押し印刷（ホットスタンプ：凸版）

金属製の版で印刷します。
インキは使用せず、熱と圧力を加えてインク
リボンのようなフィルムから金や銀を転写しま
す。主に金や銀の印刷が多いですが、黒、白、
その他様々な色やホログラムなどもあります。
普通の印刷では表現できない光沢のある金や
銀を印刷できます。
印刷の方式としては、平圧印刷と同じように
上下動のプレスで印刷します。

０１－７：その他の印刷方式や加工など

ロール原紙に印刷する印刷機として、シルクスクリーン印刷機（次項目で詳細を説明します。）、
デジタル印刷機（インクジェット・電子写真・インクリボンなど）などもあります。
また、印刷は行いませんが、抜き加工（ハーフカット）やラミネートなどを行う加工専用機
もあります。（箔押し印刷は加工専用機で行うことが多いです。）

シール印刷業界で主に使用されている印刷は上記の通りですが、他にも利用されている印刷
方式はあり、また、上記内容の中でも様々に細分化できますが、説明が細かくなりすぎるので
割愛させていただきます。

（※参考）
凸版印刷の大きな特徴として、マージナルゾーンと呼ばれるものが発生します。
印刷の際、押し出されたインキが、印影の周りに縁取りのように印刷されてしまう現象です。

マージナルゾーンが発生するため、オフセット印刷と比較すると精細さが劣ってしまいます。
ただし、このマージナルゾーンは文字を力強く表現することが出来るため、読みやすくなる
という利点もあります。
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平圧印刷機を横から見たところ平圧印刷機を横から見たところ

平圧印刷機を横から見たところ
※左の写真の逆側（印刷中）

平圧印刷機 版貼り台と上チェス版貼り台と上チェス平圧印刷機
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この章では、実際に印刷する際の手順や注意事項などを説明します。
すべての印刷方式や機種ごとに詳細なマニュアルを作成するのは大変なので、凸版間欠輪
転印刷と平圧印刷の標準的な作業や準備の手順を紹介します。
また、こちらの章で記載する作業の順序には、場合によっては順序を変更しても問題ない
項目もありますが、作業の内容に精通している方、変更する明確な意図がある方以外は、む
やみに変更しないほうが、効率的に安定した作業ができるのでおすすめします。

０８－１：暖機運転及び印刷ユニット洗浄
　
印刷機を操作する前にとても大切なことは、印刷機の清掃です。
印刷作業が終了すれば、必ず印刷機の清掃（特に原紙が触れる部分の、紙粉や汚れの除去）
を毎回必ず行うことが大切です。
朝一番、作業を開始する前にも、この清掃は行ってください。（一晩置いてる間に、印刷機
に空気中のホコリ等が積もっている可能性が高いため。）
印刷機の清掃が終わったら、朝一番の印刷機の状態は冷えてしまっており、いきなり印刷
を始めるには適した状態ではありません。ですので、稼働させたいユニットのインキローラー
にメジュームのインキやニス、コンパウンド、レジューサーなどを塗り、暖機運転をします。
また、この暖機運転の際に、印刷機から異音がしないか、不自然な振動はないか？など、
印刷機の状態を確認しておくことも大切です。
暖機運転が終了したら、印刷機の洗浄を行います。
朝一番の仕事ではない場合は、前ジョブとは違うインキを使用するユニットの洗浄を行い
ます。
洗浄方法に関しては、それぞれの印刷機のマニュアルを参考にしてください。
印刷ユニット洗浄後、インキ壺を機械にセットする際は、必ずインキ壺のネジをしっかり
と開放して、完全に開いた状態で印刷機にセットしてください。
壺ネジが閉まった状態で印刷機にセットすると、インキを平滑に出すことが難しくなりま
す。

０８－２：仕様書の確認

暖機運転とユニットの洗浄が終われば、いよいよ印刷の準備に取り掛かります。
初めにしなければならないのは、今から印刷する商品の仕様書をよく確認することです。
仕様書の確認が出来たら、印刷に必要な原紙、版、型など、資材の準備をします。
　

０８－３：版のセット
　
印刷機の暖機運転を行っている間に、版胴

（凸版輪転機など）や上チェス（平圧機）に版
をセットします。
機械の運転中に版をセットすることが出来
ない機械の場合は、ユニット洗浄等が終わっ
てから、版のセットをしてください。
版のセットは、凸版では一般的には両面テー
プを使用してセットします。
それぞれの印刷機のマニュアルで指定され
た厚みの両面テープを使用して、版胴もしく
は上チェスに版をセットします。
気をつけなければならないポイントは、特に輪転系の印刷機の場合、版胴は円筒形である
ために、粘着力が弱いと印刷中や休憩時などに貼り付けた版が浮き上がってしまい、汚れが
発生したり、印刷ユニット内に巻き込んでしまうなどのトラブルが発生することがあります。
そのため、剥がれないようにしっかりと貼り付けることが重要です。
しっかりと貼り付けるためには、版の裏面をきれいにしておき、洗浄液などの油分や手指
などの脂分が付着しないようにすることが大切です。
ただし、剥がれにくいように粘着力の強い両面テープを使用したり、剥がれにくい工夫だ
けをしてしまうと、逆に、印刷終了時に版を剥がす際、剥がしにくくなり、場合によっては
版を歪めてしまうという弊害が出る場合があります。
適度な粘着力を持ちつつ、剥がしやすいということも必要です。
筆者は、輪転系の印刷機の場合、粘着の強い両面テープを使用し、貼るときに、両面テー
プの中央部（上下の両端以外）を手のひらで数回触り、ほんの少し脂分を付け、粘着力を少
しだけ下げる工夫をしています。
平圧の版で、金属版の場合は、両面テープを 2 枚使用し、その間に新聞紙を挟むことで、
剥がしやすい工夫をしている会社が多いようです。

このように、版をセットする際に使用する材料の選定や手法を決めておくことが、トラブ
ルを未然に防ぐ上でとても大切です。

また、間欠輪転印刷機で、版をセットする際、版の位置を合わせるケガキ線があると思い
ますが、そのケガキ線に対して、まっすぐに貼ることがとても重要です。
最近の間欠輪転印刷機では、印刷ユニットを斜めに動かす（回転する）ことで、版の歪み
を解消する仕組み（ユニットねじれ調整機構）が組み込まれた印刷機が多いと思いますが、
印刷ユニットを斜めにすると、どうしてもその部分原紙が斜めに流れてしまいます。
原紙の流れに影響を及ぼさない程度、斜めにするのは構いませんが、大きく動かすと原紙
の蛇行の原因になることを覚えておいてください。

０８－４：インキの準備
　
印刷で使用するインキを準備します。
プロセスカラーインキなど、調色しないインキは直接インキ壺に投入しても構いませんが、
可能であるなら、事前に練り台などでインキを練って印刷に適した柔らかさになった状態で、
インキ壺に投入するのが理想的です。
コンパウンドやレジューサーなどの添加剤を入れるならこのときに練り合わせておいたほ
うがいいでしょう。
コンパウンドはインキの粘度を下げる働きがあります。
レジューサーはインキの流動性を上げます。
どちらも柔らかくなるという感覚ですが、その機能をよく理解し添加しましょう。
いずれにしても、添加剤の入れ過ぎはインキの機能を下げてしまう恐れがあります。（UV
硬化不良や濃度の低下など）
くれぐれも入れすぎには注意しましょう。

■調色の方法

調色の仕方は様々な方法があると思いますが、ここでは筆者が実践している方法を紹介し
ます。

調色が必要なインキは、5章で説明した色の基本をしっかりと理解して調色を行います。
基本的な調色の方法ですが、特色の指定がDICの番号で指定されている場合は、DICのカラー
ガイドに付属しているカラーセレクターというものにインキの配合比率が記載されているの
で、それを参考に配合割合を決めるのがおすすめです。

ただし、配合の基準となるインキと同じイ
ンキがない場合があります。
その場合は、代用するインキを決めておく
などの工夫が必要です。
また、酸化重合インキとUVインキの違いや、
インキメーカーの違いや品番の違いなどで、
インキ名が違ったり、色合いが違ったり、濃
度が違ったりします。
それらをよく理解した上で、調色することが大切です。
また、DIC 以外のカラーガイドの場合、配合比率が分かるものは、その配合比率を参考に
調色し、分からないものや、印刷物や出力見本などに色を合わせる場合などは、先程の DIC
カラーセレクターで、近い色を探し、その近い色の配合を参考に調色する方法が筆者のおす
すめの方法です。

ちなみに、カラーセレクターを持っていないので配合比率がわからないという場合は、ス
マートフォンのアプリで、DIC の COLORGUIDE というアプリがあるので、それを利用する
といいでしょう。

また、DIC のウェブサイトでもDIC 指定番号の配合比率を調べることは可能です。

調色のコツは、［０５－４］で紹介した色の概念をよく理解した上で、目標となる色より少
し薄め、また、少し明るめから調色を開始し、少しずつターゲットに合わせてインキを足し
ていく方がいいでしょう。
色を濃くするには、濃くしたい色を足せばいいので簡単です。また、鮮やかな色を濁らせ
るのも、濁るインキを足せばすぐに濁るので簡単なのです。しかし、濃いインキを薄くしよう、
もしくは、濁ったインキを鮮やかにしようと思うと、薄いインキ（例えばメジュームなど）
や鮮やかになるインキを大量に追加しないと思ったような変化は見られません。必要な量を
大幅に超過したインキを作らなければ、ターゲットの色に近づかなくなるのです。
なので、調色をする際は「目標となる色より少し薄め、また、少し明るめから調色を開始
しする」というのが、基本になるということ
をよく覚えておいてください。
　
いよいよインキを混ぜ合わせていくのです
が、シール印刷会社では、混ぜ合わせる配分
を目分量で配合されている会社がまだまだ多
いように思います。
これは、今すぐにでもやめましょう。
0.1ｇ単位で計量できる電子はかり（２ kg
まで計量できるものがいい）を購入して、き
ちんと計量して配合するのを強く勧めます。

目分量は、絶対に正確には再現できません。
シール印刷業界は、リピート受注の多い業
種だと言えます。
リピート受注のたびに目分量でインキを調合していたら、時間も余分にかかってしまうし、
色も安定しません。
また、印刷開始時に想定していたインキ量より多くのインキが必要で、あと少しで印刷が
終わりそうなタイミングでインキがなくなってしまった場合、きちんと計量しておけば、追
加のインキをほぼ色の変化なく再調合することが可能です。
しかし、目分量だと完璧に合わせるのは至難の技であり、時間も材料のロスも多くなって
しまいます。
また、色調が微妙に変化してしまうリスクが高くなります。
よく、「電子はかりで調色したり、配合の履歴を残すのはめんどくさい」などという人がい
ますが、仕事をする上で、より安定的になり、より効率的になる作業を「めんどくさい」な
どという理由でやらないのは、言語道断です。
0.1ｇ単位で計量できる電子はかり（２ kg まで計量できるものがいい）は、およそ３～４
万円程度で販売されています。

目分量の調色で無駄にしてしまうインキや材料、時間のロスを考慮すれば、すぐに採算が
取れる投資です。
すぐにでも、上司、工場長、社長に相談して、導入しましょう。

計量して練上がったインキは、印刷で使用する用紙に少し塗布し、原紙同士をペタペタと
つけたり、展色機で展色したり、専用のローラーでインキを伸ばしたりして、印刷する膜厚
に近い膜厚にして、色見本と比較し、再調色を繰り返し、これでOKだと思える色目になったら、
インキ壺に投入します。
リピート受注の場合は、計量後すぐにインキ壺に投入しても問題ありません。
　

０８－５：インキの空回し
　
必要なインキがインキ壺に投入されたら、印刷で使用するユニットのインキローラーが回
る状態にし、各ユニット空回しを行います。
印刷する図柄やその位置に合わせて消費するインキ量を予測し、インキ壺のネジを開いて
出し量を調整してから、空回し運転する必要があります。
出し量を調整する際、インキ壺のローラーと呼び出しローラーが当たった状態で回転させ
ると、インキの出方が分かりやすいです。

平圧機の場合は全体が回るので、使用しない色部分はニスやメジュームなどを塗っておき、
空回しでゴムローラーに負担がないようにしておきます。
間欠機では、使用しないユニットは動かないように設定しておきます。
（次のジョブで、そのユニットで薄い色や鮮やかな色を印刷する予定であれば、そのユニッ
トにメジュームを塗ったり、次のジョブのインキと同系色のインキを塗って空回ししておく

のも有効です。）
数分程度空回しを行い、印刷ユニット内にある程度のインキ量が循環したら、空回しは一旦
終了します。
この時、インキを出しすぎないように注意しましょう。
刷り始めてインキが薄い場合はインキ量を増やせばいいので簡単なのですが、インキ量が
多すぎる場合、消費するインキが少ないデザイン（文字だけや印刷面積の少ないデザイン）
の場合などは、インキの供給を止めても、なかなか薄くなっていきません。
ローラーに循環してしまったインキを減らす仕組みがないので、場合によっては、一旦ユ
ニットを洗浄するなどの手間が必要になります。

０８－６：版胴、チェスのセット

インキの空回しが終われば、それぞれのユニットに版胴やチェスをセットします。
特に注意することはありませんが、各機種に定められた通りきちんとセットしましょう。

０８－７：原紙の通紙

印刷機は、給紙機から給紙側搬送ドラム（平
圧機にはない）、印刷ユニット、排紙側搬送ド
ラムと原紙が流れていきます。
印刷機のセンターに原紙をセットすること
が基本です。
そのため、はじめに給紙軸のセンターに原
紙をセットするのが大切です。
EPC（蛇行修正装置）のない印刷機の場合は、
原紙の蛇行を防ぐために、原紙ガイドという
金具が各所に設置されています。
通紙の時に、この原紙ガイドをセットして
はいけません。
セットするのは、給紙機に近い１箇所だけ
にしましょう。
原紙を通したら、搬送ドラムの押さえコロ
やローラーをグリップさせます。
押さえコロは、天地の位置をバランス良く
セットしましょう。

また、グリップ力もバランス良くグリップ
することが重要です。
準備が整ったら、仕様書に記載された送り
長をセットして、原紙の搬送を始めます。
このとき、まだ印刷は行わず、原紙の搬送
が安定するまで、数十ショット程度回しましょ
う。
原紙の搬送が安定したら、いよいよ印刷の
開始です。
ここで、原紙ガイドをセットしなくていい
のか？と疑問を持たれた方もいるかもしれま
せんが、本来、給紙機のセンターにきちんと
原紙がセットされ、送りドラム等のグリップがきちんとバランス良くセットされていれば、
原紙ガイドがなくても、原紙は真っ直ぐに流れます。
原紙ガイドは、大きなトラブルを未然に防ぐための予防的なものだと考えておきましょう。

０８－８：印刷開始

間欠輪転方式の印刷機で、印刷送り長をセットすると各ユニットの位置が決まるタイプの
機械であれば、その定められた位置に、印刷ユニットを移動し印刷を開始します。
ユニット位置が事前に決まるタイプでなければ、とりあえず、現状の位置で印刷を開始し
ましょう。
各ユニットが印刷開始出来る設定を完了したら、印刷機を運転し、１ユニットずつ印圧を
入れていき、印刷を始めます。
この時、給紙側のユニットから印圧を入れるか、排紙側のユニットから印圧を入れるか？
ですが、筆者の考えでは排紙側から入れるほうが良いと考えます。
給紙側のユニットから印圧を入れると、２色目以降の印圧を入れる際、すでに他のユニッ
トで印刷がされた状態の上に印刷をすることになります。
そうすると、適度な印圧で印刷を開始するべきなのですが、印圧が適正かを判断しにくく
なります。
排紙側のユニットから印圧を入れていけば、常に印刷がされていない状態で、少しずつ印
圧を入れていくことが出来るので、最初から適正に近い印圧で印刷を開始することが出来ま
す。
印刷機を止めて、その都度ルーペで確認すれば、どちらでも適度な印圧は確認出来るので
すが、排紙側のユニットから印圧を入れるやり方のほうが、よりスムーズに、適度な印圧にセッ
トしやすいと考えます。

■適正な印圧について
印圧は強くかけすぎると、マージナルゾーンが強くでたり、悪影響があります。
図柄がかすれない程度に可能な限り弱い印圧が適正です。
昔から言われる表現として、キスタッチ（触れる程度の印圧）が適正だと言われています。
印圧に関する詳しい解説は次の章で記載します。

それぞれのユニットが適度の印圧になれば、次は位置合わせを開始します。
はじめにきちんとセットしなければならないのは、各ユニットの版を原紙の流れに対し、
まっすぐにすることです。
ユニットの傾きで調整したり、版胴のねじれ調整ネジなどで調整し、各色のスタートトン
ボなどで確認しながら、それぞれのユニットを完璧に真っ直ぐにセットします。
次に、原紙の中央になるように、大まかでいいので紙幅方向の位置合わせを行います。
そして、送り方向の位置をユニットの移動等で合わせて、それぞれのトンボを合わせ、全
体の位置合わせを行います。
細やかな位置調整は、出来れば給紙側の最初に印刷するユニットの版を基準にし、それに
合わせて移動するようにしましょう。
見当合わせが完了したら、次はインキ量や色目の調整です。
ターゲットの色に合わせ、インキを足したり、インキ量を増やしたり、もしくは減らした
りしながら、見本となるターゲットに合わせていきます。
すでにインキ壺にインキが入ってる状態で、他の色を足す場合、インキ壺に残ってるイン
キの量、インキローラーに循環してるインキの量をよく考え、足すインキをすべてインキ壺
に入れてしまわず、オペレーター個人の予測というか、勘になりますが、割合を考え、多少ロー
ラーに塗って調色を進めるべきです。
そうしないと、インキ壺のインキとローラーを循環しているインキの色の差が大きくなり
すぎてしまい、印刷中にどんどん色目が変化してしまいます。
印刷機によって、塗る場所や量の影響でインキがユニット内で飛び散る場合があるので、
十分注意して行ってください。
見当が合い、色調が合い、印圧が適正で、見本に近い印刷物が出来上がれば、印刷の調整
は完了です。
文章で表現すると、とても簡単なことのように感じるかもしれませんが、実際に作業する
ととても苦労することでしょう。
重要なことは、見本に対してのズレをしっかりと判断し、それを修正する。
また、インキの調整などは、すぐに効果が出ず、少しずつ変化していきます。その変化の
具合を予測しながら、安定化するのをしっかりと判断することも重要です。
それらは、経験からでないと判断することは出来ないでしょう。
毎日毎日多くの印刷物を印刷していくことでしょうが、毎回経験した仕事をしっかりと自
分の経験値として積み重ねていき、次回以降に活かしていくことがとても大切です。
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この章では、実際に印刷する際の手順や注意事項などを説明します。
すべての印刷方式や機種ごとに詳細なマニュアルを作成するのは大変なので、凸版間欠輪
転印刷と平圧印刷の標準的な作業や準備の手順を紹介します。
また、こちらの章で記載する作業の順序には、場合によっては順序を変更しても問題ない
項目もありますが、作業の内容に精通している方、変更する明確な意図がある方以外は、む
やみに変更しないほうが、効率的に安定した作業ができるのでおすすめします。

０８－１：暖機運転及び印刷ユニット洗浄
　
印刷機を操作する前にとても大切なことは、印刷機の清掃です。
印刷作業が終了すれば、必ず印刷機の清掃（特に原紙が触れる部分の、紙粉や汚れの除去）
を毎回必ず行うことが大切です。
朝一番、作業を開始する前にも、この清掃は行ってください。（一晩置いてる間に、印刷機
に空気中のホコリ等が積もっている可能性が高いため。）
印刷機の清掃が終わったら、朝一番の印刷機の状態は冷えてしまっており、いきなり印刷
を始めるには適した状態ではありません。ですので、稼働させたいユニットのインキローラー
にメジュームのインキやニス、コンパウンド、レジューサーなどを塗り、暖機運転をします。
また、この暖機運転の際に、印刷機から異音がしないか、不自然な振動はないか？など、
印刷機の状態を確認しておくことも大切です。
暖機運転が終了したら、印刷機の洗浄を行います。
朝一番の仕事ではない場合は、前ジョブとは違うインキを使用するユニットの洗浄を行い
ます。
洗浄方法に関しては、それぞれの印刷機のマニュアルを参考にしてください。
印刷ユニット洗浄後、インキ壺を機械にセットする際は、必ずインキ壺のネジをしっかり
と開放して、完全に開いた状態で印刷機にセットしてください。
壺ネジが閉まった状態で印刷機にセットすると、インキを平滑に出すことが難しくなりま
す。

０８－２：仕様書の確認

暖機運転とユニットの洗浄が終われば、いよいよ印刷の準備に取り掛かります。
初めにしなければならないのは、今から印刷する商品の仕様書をよく確認することです。
仕様書の確認が出来たら、印刷に必要な原紙、版、型など、資材の準備をします。
　

０８－３：版のセット
　
印刷機の暖機運転を行っている間に、版胴

（凸版輪転機など）や上チェス（平圧機）に版
をセットします。
機械の運転中に版をセットすることが出来
ない機械の場合は、ユニット洗浄等が終わっ
てから、版のセットをしてください。
版のセットは、凸版では一般的には両面テー
プを使用してセットします。
それぞれの印刷機のマニュアルで指定され
た厚みの両面テープを使用して、版胴もしく
は上チェスに版をセットします。
気をつけなければならないポイントは、特に輪転系の印刷機の場合、版胴は円筒形である
ために、粘着力が弱いと印刷中や休憩時などに貼り付けた版が浮き上がってしまい、汚れが
発生したり、印刷ユニット内に巻き込んでしまうなどのトラブルが発生することがあります。
そのため、剥がれないようにしっかりと貼り付けることが重要です。
しっかりと貼り付けるためには、版の裏面をきれいにしておき、洗浄液などの油分や手指
などの脂分が付着しないようにすることが大切です。
ただし、剥がれにくいように粘着力の強い両面テープを使用したり、剥がれにくい工夫だ
けをしてしまうと、逆に、印刷終了時に版を剥がす際、剥がしにくくなり、場合によっては
版を歪めてしまうという弊害が出る場合があります。
適度な粘着力を持ちつつ、剥がしやすいということも必要です。
筆者は、輪転系の印刷機の場合、粘着の強い両面テープを使用し、貼るときに、両面テー
プの中央部（上下の両端以外）を手のひらで数回触り、ほんの少し脂分を付け、粘着力を少
しだけ下げる工夫をしています。
平圧の版で、金属版の場合は、両面テープを 2 枚使用し、その間に新聞紙を挟むことで、
剥がしやすい工夫をしている会社が多いようです。

このように、版をセットする際に使用する材料の選定や手法を決めておくことが、トラブ
ルを未然に防ぐ上でとても大切です。

また、間欠輪転印刷機で、版をセットする際、版の位置を合わせるケガキ線があると思い
ますが、そのケガキ線に対して、まっすぐに貼ることがとても重要です。
最近の間欠輪転印刷機では、印刷ユニットを斜めに動かす（回転する）ことで、版の歪み
を解消する仕組み（ユニットねじれ調整機構）が組み込まれた印刷機が多いと思いますが、
印刷ユニットを斜めにすると、どうしてもその部分原紙が斜めに流れてしまいます。
原紙の流れに影響を及ぼさない程度、斜めにするのは構いませんが、大きく動かすと原紙
の蛇行の原因になることを覚えておいてください。

０８－４：インキの準備
　
印刷で使用するインキを準備します。
プロセスカラーインキなど、調色しないインキは直接インキ壺に投入しても構いませんが、
可能であるなら、事前に練り台などでインキを練って印刷に適した柔らかさになった状態で、
インキ壺に投入するのが理想的です。
コンパウンドやレジューサーなどの添加剤を入れるならこのときに練り合わせておいたほ
うがいいでしょう。
コンパウンドはインキの粘度を下げる働きがあります。
レジューサーはインキの流動性を上げます。
どちらも柔らかくなるという感覚ですが、その機能をよく理解し添加しましょう。
いずれにしても、添加剤の入れ過ぎはインキの機能を下げてしまう恐れがあります。（UV
硬化不良や濃度の低下など）
くれぐれも入れすぎには注意しましょう。

■調色の方法

調色の仕方は様々な方法があると思いますが、ここでは筆者が実践している方法を紹介し
ます。

調色が必要なインキは、5章で説明した色の基本をしっかりと理解して調色を行います。
基本的な調色の方法ですが、特色の指定がDICの番号で指定されている場合は、DICのカラー
ガイドに付属しているカラーセレクターというものにインキの配合比率が記載されているの
で、それを参考に配合割合を決めるのがおすすめです。

ただし、配合の基準となるインキと同じイ
ンキがない場合があります。
その場合は、代用するインキを決めておく
などの工夫が必要です。
また、酸化重合インキとUVインキの違いや、
インキメーカーの違いや品番の違いなどで、
インキ名が違ったり、色合いが違ったり、濃
度が違ったりします。
それらをよく理解した上で、調色することが大切です。
また、DIC 以外のカラーガイドの場合、配合比率が分かるものは、その配合比率を参考に
調色し、分からないものや、印刷物や出力見本などに色を合わせる場合などは、先程の DIC
カラーセレクターで、近い色を探し、その近い色の配合を参考に調色する方法が筆者のおす
すめの方法です。

ちなみに、カラーセレクターを持っていないので配合比率がわからないという場合は、ス
マートフォンのアプリで、DIC の COLORGUIDE というアプリがあるので、それを利用する
といいでしょう。

また、DIC のウェブサイトでもDIC 指定番号の配合比率を調べることは可能です。

調色のコツは、［０５－４］で紹介した色の概念をよく理解した上で、目標となる色より少
し薄め、また、少し明るめから調色を開始し、少しずつターゲットに合わせてインキを足し
ていく方がいいでしょう。
色を濃くするには、濃くしたい色を足せばいいので簡単です。また、鮮やかな色を濁らせ
るのも、濁るインキを足せばすぐに濁るので簡単なのです。しかし、濃いインキを薄くしよう、
もしくは、濁ったインキを鮮やかにしようと思うと、薄いインキ（例えばメジュームなど）
や鮮やかになるインキを大量に追加しないと思ったような変化は見られません。必要な量を
大幅に超過したインキを作らなければ、ターゲットの色に近づかなくなるのです。
なので、調色をする際は「目標となる色より少し薄め、また、少し明るめから調色を開始
しする」というのが、基本になるということ
をよく覚えておいてください。
　
いよいよインキを混ぜ合わせていくのです
が、シール印刷会社では、混ぜ合わせる配分
を目分量で配合されている会社がまだまだ多
いように思います。
これは、今すぐにでもやめましょう。
0.1ｇ単位で計量できる電子はかり（２ kg
まで計量できるものがいい）を購入して、き
ちんと計量して配合するのを強く勧めます。

目分量は、絶対に正確には再現できません。
シール印刷業界は、リピート受注の多い業
種だと言えます。
リピート受注のたびに目分量でインキを調合していたら、時間も余分にかかってしまうし、
色も安定しません。
また、印刷開始時に想定していたインキ量より多くのインキが必要で、あと少しで印刷が
終わりそうなタイミングでインキがなくなってしまった場合、きちんと計量しておけば、追
加のインキをほぼ色の変化なく再調合することが可能です。
しかし、目分量だと完璧に合わせるのは至難の技であり、時間も材料のロスも多くなって
しまいます。
また、色調が微妙に変化してしまうリスクが高くなります。
よく、「電子はかりで調色したり、配合の履歴を残すのはめんどくさい」などという人がい
ますが、仕事をする上で、より安定的になり、より効率的になる作業を「めんどくさい」な
どという理由でやらないのは、言語道断です。
0.1ｇ単位で計量できる電子はかり（２ kg まで計量できるものがいい）は、およそ３～４
万円程度で販売されています。

目分量の調色で無駄にしてしまうインキや材料、時間のロスを考慮すれば、すぐに採算が
取れる投資です。
すぐにでも、上司、工場長、社長に相談して、導入しましょう。

計量して練上がったインキは、印刷で使用する用紙に少し塗布し、原紙同士をペタペタと
つけたり、展色機で展色したり、専用のローラーでインキを伸ばしたりして、印刷する膜厚
に近い膜厚にして、色見本と比較し、再調色を繰り返し、これでOKだと思える色目になったら、
インキ壺に投入します。
リピート受注の場合は、計量後すぐにインキ壺に投入しても問題ありません。
　

０８－５：インキの空回し
　
必要なインキがインキ壺に投入されたら、印刷で使用するユニットのインキローラーが回
る状態にし、各ユニット空回しを行います。
印刷する図柄やその位置に合わせて消費するインキ量を予測し、インキ壺のネジを開いて
出し量を調整してから、空回し運転する必要があります。
出し量を調整する際、インキ壺のローラーと呼び出しローラーが当たった状態で回転させ
ると、インキの出方が分かりやすいです。

平圧機の場合は全体が回るので、使用しない色部分はニスやメジュームなどを塗っておき、
空回しでゴムローラーに負担がないようにしておきます。
間欠機では、使用しないユニットは動かないように設定しておきます。
（次のジョブで、そのユニットで薄い色や鮮やかな色を印刷する予定であれば、そのユニッ
トにメジュームを塗ったり、次のジョブのインキと同系色のインキを塗って空回ししておく

のも有効です。）
数分程度空回しを行い、印刷ユニット内にある程度のインキ量が循環したら、空回しは一旦
終了します。
この時、インキを出しすぎないように注意しましょう。
刷り始めてインキが薄い場合はインキ量を増やせばいいので簡単なのですが、インキ量が
多すぎる場合、消費するインキが少ないデザイン（文字だけや印刷面積の少ないデザイン）
の場合などは、インキの供給を止めても、なかなか薄くなっていきません。
ローラーに循環してしまったインキを減らす仕組みがないので、場合によっては、一旦ユ
ニットを洗浄するなどの手間が必要になります。

０８－６：版胴、チェスのセット

インキの空回しが終われば、それぞれのユニットに版胴やチェスをセットします。
特に注意することはありませんが、各機種に定められた通りきちんとセットしましょう。

０８－７：原紙の通紙

印刷機は、給紙機から給紙側搬送ドラム（平
圧機にはない）、印刷ユニット、排紙側搬送ド
ラムと原紙が流れていきます。
印刷機のセンターに原紙をセットすること
が基本です。
そのため、はじめに給紙軸のセンターに原
紙をセットするのが大切です。
EPC（蛇行修正装置）のない印刷機の場合は、
原紙の蛇行を防ぐために、原紙ガイドという
金具が各所に設置されています。
通紙の時に、この原紙ガイドをセットして
はいけません。
セットするのは、給紙機に近い１箇所だけ
にしましょう。
原紙を通したら、搬送ドラムの押さえコロ
やローラーをグリップさせます。
押さえコロは、天地の位置をバランス良く
セットしましょう。

また、グリップ力もバランス良くグリップ
することが重要です。
準備が整ったら、仕様書に記載された送り
長をセットして、原紙の搬送を始めます。
このとき、まだ印刷は行わず、原紙の搬送
が安定するまで、数十ショット程度回しましょ
う。
原紙の搬送が安定したら、いよいよ印刷の
開始です。
ここで、原紙ガイドをセットしなくていい
のか？と疑問を持たれた方もいるかもしれま
せんが、本来、給紙機のセンターにきちんと
原紙がセットされ、送りドラム等のグリップがきちんとバランス良くセットされていれば、
原紙ガイドがなくても、原紙は真っ直ぐに流れます。
原紙ガイドは、大きなトラブルを未然に防ぐための予防的なものだと考えておきましょう。

０８－８：印刷開始

間欠輪転方式の印刷機で、印刷送り長をセットすると各ユニットの位置が決まるタイプの
機械であれば、その定められた位置に、印刷ユニットを移動し印刷を開始します。
ユニット位置が事前に決まるタイプでなければ、とりあえず、現状の位置で印刷を開始し
ましょう。
各ユニットが印刷開始出来る設定を完了したら、印刷機を運転し、１ユニットずつ印圧を
入れていき、印刷を始めます。
この時、給紙側のユニットから印圧を入れるか、排紙側のユニットから印圧を入れるか？
ですが、筆者の考えでは排紙側から入れるほうが良いと考えます。
給紙側のユニットから印圧を入れると、２色目以降の印圧を入れる際、すでに他のユニッ
トで印刷がされた状態の上に印刷をすることになります。
そうすると、適度な印圧で印刷を開始するべきなのですが、印圧が適正かを判断しにくく
なります。
排紙側のユニットから印圧を入れていけば、常に印刷がされていない状態で、少しずつ印
圧を入れていくことが出来るので、最初から適正に近い印圧で印刷を開始することが出来ま
す。
印刷機を止めて、その都度ルーペで確認すれば、どちらでも適度な印圧は確認出来るので
すが、排紙側のユニットから印圧を入れるやり方のほうが、よりスムーズに、適度な印圧にセッ
トしやすいと考えます。

■適正な印圧について
印圧は強くかけすぎると、マージナルゾーンが強くでたり、悪影響があります。
図柄がかすれない程度に可能な限り弱い印圧が適正です。
昔から言われる表現として、キスタッチ（触れる程度の印圧）が適正だと言われています。
印圧に関する詳しい解説は次の章で記載します。

それぞれのユニットが適度の印圧になれば、次は位置合わせを開始します。
はじめにきちんとセットしなければならないのは、各ユニットの版を原紙の流れに対し、
まっすぐにすることです。
ユニットの傾きで調整したり、版胴のねじれ調整ネジなどで調整し、各色のスタートトン
ボなどで確認しながら、それぞれのユニットを完璧に真っ直ぐにセットします。
次に、原紙の中央になるように、大まかでいいので紙幅方向の位置合わせを行います。
そして、送り方向の位置をユニットの移動等で合わせて、それぞれのトンボを合わせ、全
体の位置合わせを行います。
細やかな位置調整は、出来れば給紙側の最初に印刷するユニットの版を基準にし、それに
合わせて移動するようにしましょう。
見当合わせが完了したら、次はインキ量や色目の調整です。
ターゲットの色に合わせ、インキを足したり、インキ量を増やしたり、もしくは減らした
りしながら、見本となるターゲットに合わせていきます。
すでにインキ壺にインキが入ってる状態で、他の色を足す場合、インキ壺に残ってるイン
キの量、インキローラーに循環してるインキの量をよく考え、足すインキをすべてインキ壺
に入れてしまわず、オペレーター個人の予測というか、勘になりますが、割合を考え、多少ロー
ラーに塗って調色を進めるべきです。
そうしないと、インキ壺のインキとローラーを循環しているインキの色の差が大きくなり
すぎてしまい、印刷中にどんどん色目が変化してしまいます。
印刷機によって、塗る場所や量の影響でインキがユニット内で飛び散る場合があるので、
十分注意して行ってください。
見当が合い、色調が合い、印圧が適正で、見本に近い印刷物が出来上がれば、印刷の調整
は完了です。
文章で表現すると、とても簡単なことのように感じるかもしれませんが、実際に作業する
ととても苦労することでしょう。
重要なことは、見本に対してのズレをしっかりと判断し、それを修正する。
また、インキの調整などは、すぐに効果が出ず、少しずつ変化していきます。その変化の
具合を予測しながら、安定化するのをしっかりと判断することも重要です。
それらは、経験からでないと判断することは出来ないでしょう。
毎日毎日多くの印刷物を印刷していくことでしょうが、毎回経験した仕事をしっかりと自
分の経験値として積み重ねていき、次回以降に活かしていくことがとても大切です。



続きは本冊子を
ご購入してお読みください！
続きは本冊子を
ご購入してお読みください！

電話によるお問い合わせは　平日８：30 ～ 17：30

06-4305-4624
FAX番号の間違いには十分お気をつけください

06-4305-4634
メールでも受け付けています

mail@marukisp.com

お問い合わせは弊社までご連絡ください。
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Q１

樹脂版中の水分が失われ、時間が経つとアンカール（逆向きにカールする現象）しや
すくなります。版をシリンダーに貼る際、版の裏をしっかりときれいに拭くのは当然ですが、
それでも解消されない場合、浮き上がってしまいそうな場所を油性マジックで塗りつぶして
版を貼ると、浮き上がりにくくなります。
恥ずかしい話ですが、この対策がなぜうまくいくのか、正直、筆者はよくわからないので
すが、実践的な経験として非常に効果が高い方法なので、一度お試しください。
上記方法以外にも、カールした版をぬるま湯に１～２分浸けて、水分をしっかりと拭き取り、
細めの紙管に巻き付けることで、アンカールを直す方法もあります。
その場合、お湯につけすぎると版が悪くなる場合があるので注意しましょう。

古くなった樹脂版のベタ部分が逆向きにカールしてしまい、印刷中浮き上がっ
てしまいます。何かいい方法はありますか？

Q＆A12

いかがでしょうか？
続きは2021年2月までお待ちください！

いかがでしょうか？
続きは2021年2月までお待ちください！


